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選択科目    

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

※

１ ． 需 要 構 造 等 の 変 化 に 対 応 し た 生 産 ・ 供 給 体 制 の 改

革 に つ い て の 課 題  

( 1 )  米 の 需 要 の 減 少  

日 本 人 の 食 生 活 は 、 食 文 化 が 日 本 型 か ら 欧 米 型 へ 変

化 す る に 従 い 、 米 の 需 要 が 減 少 し 、 肉 類 な ど の 需 要 が

拡 大 し て い る 。 米 は 国 産 で ま か な え る の に 対 し 、 肉 類

は 輸 入 に 依 存 す る 度 合 い が 大 き い 。 ま た 、 肉 類 の 生 産

に 当 た っ て は 、 飼 料 の 大 部 分 を 輸 入 に 頼 っ て い る 。 こ

の こ と が 我 が 国 の 自 給 率 減 少 の 要 因 で あ る 。  

そ の た め 、 米 の 需 要 の 拡 大 が 課 題 で あ る 。  

( 2 )  加 工 用 途 の 作 物 生 産  

日 本 人 の 核 家 族 化 、 一 人 暮 ら し 世 帯 の 増 加 に よ り 、

外 食 や 中 食 の 利 用 が 拡 大 し て い る 。 こ れ に と も な い 、

加 工 用 途 の 作 物 の 需 要 が 拡 大 し て お り 、 不 作 の 年 に は

原 料 が 不 足 す る 事 態 が 生 じ て い る 。  

そ の た め 、 加 工 用 途 の 作 物 供 給 を 安 定 さ せ る こ と が

課 題 で あ る 。  

( 3 )  農 地 面 積 の 減 少  

我 が 国 の 農 地 面 積 は 近 年 減 少 し て い る 。 農 地 面 積 の

減 少 は 、 農 業 就 業 者 の 高 齢 化 、 担 い 手 不 足 と こ れ に と

も な う 荒 廃 農 地 の 増 加 が 要 因 と な っ て い る 。 農 地 面 積

の 減 少 は 農 業 生 産 物 の 減 少 に つ な が り 、 我 が 国 の 食 料

安 定 供 給 を 脅 か す こ と と な る 。  

そ の た め 、 農 地 面 積 の 減 少 に 対 す る 対 策 が 課 題 で あ

る 。  



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

２ ． 課 題 に 対 す る 解 決 策  

上 記 ( 2 )  の 課 題 に 対 す る 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

( 1 )  生 産 方 法 、 流 通 方 法 の 確 立  

消 費 者 、 実 需 者 の ニ ー ズ を 把 握 し 、 必 要 な 時 期 に 必

要 な 作 物 を 供 給 す る 体 制 を 確 立 す る 。 そ の た め に は 、

生 産 方 法 と し て の 作 物 栽 培 方 法 、 貯 蔵 方 法 の 検 討 が 必

要 で あ る 。 ま た 、 鮮 度 を 保 っ て 必 要 な 場 所 に 作 物 を 届

け る 鮮 度 保 持 技 術 の 検 討 も 必 要 で あ る 。  

( 2 )  加 工 用 品 種 の 開 発  

収 量 が 高 く 、 加 工 工 場 に お い て 扱 い や す く 、 加 工 歩

留 が 高 い 特 性 を も つ 、 加 工 用 品 種 の 開 発 が 必 要 で あ る 。

例 え ば 、 人 参 に お い て は ダ イ ス カ ッ ト や ス テ ィ ッ ク 加

工 が 容 易 な 形 状 が 太 い 品 種 が 加 工 用 途 に 向 い て い る 。  

( 3 )  消 費 者 へ の 働 き か け  

食 料 の 供 給 体 制 に 合 わ せ た 消 費 を 求 め る こ と も 必 要

で あ る 。 消 費 者 に 対 し て は 、 旬 の 作 物 を 旬 の 時 期 に 消

費 す る と い っ た 食 育 を 推 進 し 、 無 理 の な い 食 料 供 給 体

制 を 作 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

( 1 )  コ ス ト が か か る  

新 た な 作 物 栽 培 耐 性 、 流 通 体 制 の 導 入 、 確 立 に は 、

導 入 コ ス ト 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト が か か る 。 対 策 と し て

は 、 必 要 な 機 器 、 施 設 の 大 規 模 生 産 に よ る コ ス ト の 削

減 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 よ り 安 価 で 効 率 的 な 栽 培 方 法 、

流 通 技 術 の 開 発 が 必 要 で あ る 。  



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

( 2 )  開 発 に 関 し て 時 間 が 必 要  

新 た な 加 工 用 品 種 の 開 発 に は 時 間 が 必 要 で あ る 。 新

た な 品 種 の 開 発 に お い て 、 D N A マ ー カ ー 等 を 用 い た 効

率 的 な 育 種 を 実 施 す る 。 他 国 か ら 有 望 な 品 種 を 導 入 す

る 。 な ど の 方 法 で 開 発 速 度 を 上 げ る 必 要 が あ る 。  

４ ． 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

( 1 )  多 様 な 技 術 を 取 り 入 れ る  

課 題 の 解 決 、 リ ス ク へ の 対 策 に お い て は 一 つ の 技 術

の み で 解 決 は 難 し い 。 そ の た め 、 広 く 多 様 な 技 術 を 取

り 入 れ て 解 決 す る 必 要 が あ る 。  

( 2 )  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

業 務 遂 行 に お い て は 、 様 々 な 関 係 機 関 、 関 係 者 と の

や り 取 り が 不 可 欠 と な る 。 そ の た め 、 多 様 な 分 野 の 関

係 者 を 取 り ま と め る た め の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必 要

で あ る 。  

( 3 )  公 正 公 平 な 判 断  

よ り 良 い 技 術 を 取 り 入 れ る た め に は 、 多 様 な 技 術 の

中 か ら 必 要 な 技 術 を 見 極 め る 視 点 の ほ か に 、 公 正 公 平

な 判 断 が 必 要 で あ る 。 こ う し た 判 断 に 利 害 関 係 を 持 ち

込 ん で は な ら な い 。  

( 4 )  確 立 し た 技 術 の 公 開  

確 立 し た 技 術 を 社 会 に 持 続 的 に 活 用 し て も ら う た め

に は 、 情 報 提 供 が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 確 立 し た 技

術 は 可 能 な 範 囲 で 公 開 す る 。  

以 上  

















選択科目   農業土木 

令和 元 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   農業  部門 

専門とする事項  かんがい排水 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ）  我 が 国 農 業 の 持 続 的 発 展 と 農 業 振 興 の 課 題  

１ ）  優 良 農 地 の 確 保  1 1 行  ２ ） 担 い 手 の 育 成 4 行  

３ ）  人 口 減 少 と 農 村 活 性 化 4 行  

課 題 は 、 以 下 の ３ 点 と 考 え る  

１ ）  優 良 農 地 の 確 保  

農 地 は 、 食 料 生 産 の 基 盤 と し て 、 農 業 用 水 と 共 に 必

要 不 可 欠 な も の で あ る 。  

農 業 の 生 産 基 盤 で あ る 農 地 と 農 業 用 水 は 重 要 な も の

で あ り 維 持 、 保 全 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

し か し 、 高 度 経 済 成 長 期 に 、 工 業 化 の 進 展 、 都 市 部

へ の 人 口 集 中 に よ り 農 地 が 、 工 場 や 住 宅 地 に 転 用 さ れ 、

農 地 面 積 は 減 少 し 続 け 、 農 業 が 産 業 と し て 減 退 し て い

る 一 因 と な っ て い る 。  

農 地 は 、 食 料 の 安 定 供 給 の ほ か 、 雨 水 の 貯 留 、 洪 水

防 止 な ど の 役 割 を 果 た す な ど 多 面 的 な 機 能 を 有 し て い

る 。  

２ ）  担 い 手 の 育 成  

 昭 和 1 0 年 代 の 農 業 を 支 え た 世 代 の リ タ イ ア 、 高 齢

化 に よ り 、 農 業 者 が 減 少 し て い る 。   

３ ）  人 口 減 少 と 農 村 の 活 性 化  

昭 和 3 0 年 代 か ら 高 度 経 済 成 長 に よ り 、 農 村 地 域 か

ら 都 市 部 へ の 人 口 流 出 に よ り 農 村 に 住 む 人 が 減 少 し

て い る 。 あ わ せ て 、 日 本 全 体 と し て 少 子 高 齢 化 が 進

行 し て い る こ と も あ り 、 農 村 の 人 口 が 減 少 し て い る 。

山 間 地 で は 、 集 落 機 能 が 維 持 で き な く な っ て い る 。



令和 元 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

（ ２ ） 重 要 と 考 え る 課 題  1 4 行  

最 重 要 課 題 は 、 優 良 農 地 の 確 保 と 考 え る 。  

 そ の た め の 対 策 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

○ ほ 場 の 大 区 画 化  

水 田 営 農 の 効 率 化 を 向 上 さ せ る た め に は 、 ほ 場 の 大

区 画 化 、 区 画 の 整 形 は 不 可 欠 で あ る 。  

ほ 場 整 備 に よ り 、 区 画 を 整 形 し 、 農 道 を 配 置 す る こ

と で 大 型 機 械 の 導 入 が 可 能 と な る 。  

あ わ せ て 、 農 業 用 水 路 、 排 水 路 を 整 備 す る こ と で よ

り 作 業 効 率 の 向 上 が 期 待 で き る 。  

○ 水 田 の 汎 用 化  

 日 本 人 の 食 生 活 の 変 化 に よ り 、 現 在 の 米 の 消 費 量

は ピ ー ク 時 の 半 分 に 減 少 し て い る 。 加 え て 米 価 が 低

迷 し て い る 現 状 か ら 、 水 田 農 業 の 転 換 が 必 要 と な っ

て い る 。  

水 田 の 汎 用 化 の た め に 、 排 水 改 良 と し て 暗 渠 排 水

の 施 工 が 必 要 で あ る 。  

○ 畑 地 化 、 畑 作 振 興 、 畑 地 か ん が い の 推 進  

 優 良 農 地 の 確 保 の た め に 水 田 の 畑 地 化 、 既 存 畑 に

対 し て 畑 地 か ん が い 施 設 を 整 備 す る こ と で 畑 作 の 振

興 を 図 る 必 要 が あ る  

（ ３ ） 解 決 策 に 対 す る リ ス ク と 対 策  8 行  

 農 地 の 所 有 者 で あ る 農 家 の 意 向 に 沿 っ た 優 良 農 地 の

確 保 の た め の 対 策 の 実 施 が 重 要 で あ る 。  

農 家 の 減 少 、 農 業 後 継 者 が い な い 場 合 の 土 地 持 ち 非



令和 元 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

農 家 、 規 模 拡 大 、 農 地 集 積 を 計 画 す る 担 い 手 農 家  そ

れ ぞ れ の 意 見 を 集 約 、 了 解 の 上 で 整 備 を 進 め る こ と 重

要 で あ る 。  

関 係 者 の 農 地 に 対 す る 考 え 方 、 利 害 関 係 は 、 そ れ ぞ

れ に 有 る こ と か ら 、 全 体 の 意 見 を 集 約 す る こ と が 難 し

し い こ と か ら 、 そ の リ ス ク 管 理 が 必 要 と 考 え る 。  

（ ４ ） 業 務 の 遂 行 に 当 た っ て の 技 術 者 倫 理 と 持 続 性  

農 地 は 、 不 動 産 と し て 価 値 の あ る も の で あ り 、 所 有

権 は 保 護 、 保 全 さ れ な け れ ば な ら な い こ と を 前 提 に 、

技 術 者 と し て 、 特 定 の 関 係 に 利 益 が 偏 ら な い よ う に 業

務 を 進 行 管 理 す る 必 要 が あ る 。  

 現 在 の 耕 作 放 棄 地 が 解 消 さ れ な い 現 状 か ら 、 耕 作 者 、

担 い 手 を 確 保 し 、 農 地 を 管 理 す る シ ス テ ム 、 組 織 、 体

制 づ く り が 必 要 で あ る 。  

 



令和元年度 技術士第二次試験 復元論文（必須科目） 
氏名   部門 農  業 

問題番号  Ⅰ－ ２ 選択科目 農業農村工学 

答案使用枚数   1 枚目   ３ 枚中 専門とする事項 農道トンネル 

 

 1

１ ． 持 続 的 な 発 展 や 農 村 振 興 の た め の 対 策 の 課 題  

① 生 産 性 の 高 い 生 産 基 盤 の 整 備  

 我 が 国 の 農 地 の 6 5 ％ は 3 0 ａ 区 画 に ほ 場 整 備 済 で あ

る が ， こ れ か ら の 大 規 模 経 営 に 向 け て は 小 区 画 で あ り  

1 h a 以 上 の 大 区 画 に 整 備 さ れ て い る も の は ， 整 備 済 の

ほ 場 の 1 0 ％ 程 度 で あ る 。 ま た ， 1 / 3 は 排 水 性 が 悪 く ，  

畑 作 な ど の 栽 培 に 適 し て い な い 。 こ の た め ， 生 産 性 の

高 い 生 産 基 盤 の 整 備 が 課 題 で あ る 。  

② 農 業 水 利 施 設 の 適 正 な 保 全 管 理  

 農 業 水 利 施 設 の 多 く は 戦 後 の 高 度 経 済 成 長 期 に 築 造

さ れ て お り 経 年 劣 化 に よ る 老 朽 化 が 進 み ， 今 後 ， 一 斉

に 更 新 時 期 を 迎 え る 。 一 方 ， 農 村 地 域 で は 高 齢 化 ・ 都

市 化 ・ 混 住 化 の 進 展 に 伴 い ， 受 益 者 の 減 少 と と も に ，

こ れ ら の 施 設 の 管 理 の 粗 放 化 も 進 ん で い る 。 こ の た め ，

農 業 水 利 施 設 の 適 正 な 保 全 管 理 が 課 題 で あ る 。  

③ 担 い 手 の 育 成 確 保 と 担 い 手 へ の 農 地 集 積  

 農 村 地 域 の 高 齢 化 に よ り 基 幹 的 農 業 従 事 者 は 減 少 し

て い る 。 ま た 管 理 の 粗 放 化 に よ る 耕 作 放 棄 地 の 増 大 や

イ ノ シ シ ・ シ カ 等 の 鳥 獣 害 の 増 大 な ど 農 地 の 荒 廃 が 進

ん で い る が ， 分 散 錯 ほ で あ り ， ま と ま り が な い た め ，

担 い 手 の 経 営 に 適 し た 状 態 で の 借 り 受 け が で き て い な

い 。 こ の た め ， 担 い 手 の 育 成 確 保 と 担 い 手 へ の 農 地 集

積 が 課 題 で あ る 。  

④ 災 害 に 強 い 生 産 基 盤 ・ 生 活 基 盤 の 整 備  

 近 年 ， 異 常 気 象 に 伴 う 集 中 豪 雨 や 大 規 模 地 震 が 頻 発
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し て お り ， 老 朽 化 や 管 理 の 粗 放 化 も あ っ て ， 農 村 地 域

の 被 災 リ ス ク が 高 ま っ て い る 。 災 害 に 強 い 生 産 基 盤 ・

生 活 基 盤 の 整 備 に つ い て も 課 題 で あ る と 考 え る 。  

２ ． 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 上 記 課 題 の う ち ，『 生 産 性 の 高 い 生 産 基 盤 の 整 備 』 が  

最 も 重 要 な 課 題 で あ る と 考 え る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。 

① 更 な る 大 区 画 化 ・ 汎 用 化 ・ 畑 地 化 の 推 進  

 大 型 機 械 の 導 入 に よ り 労 働 生 産 性 を 高 め る た め ， ほ

場 の 大 区 画 化 を 推 進 す る 。 ま た ， 麦 ・ 大 豆 等 の 戦 略 作

物 や 野 菜 ・ 果 樹 等 の 高 収 益 作 物 の 導 入 が 可 能 と な る よ

う 地 下 水 位 制 御 シ ス テ ム 等 の 導 入 に よ り ほ 場 の 排 水 性

を 改 善 し ， 汎 用 化 ・ 畑 地 化 を 推 進 す る 。  

② 農 地 中 間 管 理 機 構 の 活 用  

 農 地 の 中 間 的 受 け 皿 で あ る 農 地 中 間 管 理 機 構 を 活 用

し て ， 分 散 錯 ほ 状 態 の 農 地 を ， 担 い 手 の 経 営 に 適 し た

ま と ま り の あ る 農 地 と し て 集 積 す る こ と に つ い て 検 討

す る 。  

③ Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 導 入 等 更 な る 省 力 化 の 推 進  

 基 幹 的 農 業 者 の 減 少 に よ り ， 今 後 は ， 少 な い 担 い 手

で 多 く の 農 業 水 利 施 設 等 の 保 全 管 理 を 行 っ て い く 必 要

が あ る こ と か ら ， 開 水 路 の パ イ プ ラ イ ン 化 ・ 自 動 給 水

栓 の 設 置 ， あ る い は 水 管 理 制 御 シ ス テ ム の 導 入 等 Ｉ Ｃ

Ｔ 技 術 を 活 用 し た 更 な る 水 管 理 の 省 力 化 を 進 め て い く

こ と が 必 要 で あ る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  
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① 整 備 コ ス ト に 対 す る 地 元 負 担 へ の 理 解 が 必 要 で あ り ， 

極 力 ， 地 元 負 担 を 軽 減 す る 観 点 か ら 農 地 中 間 管 理 機 構

関 連 事 業 等 地 元 負 担 を 軽 減 で き る 事 業 の 活 用 に つ い て

留 意 す る 必 要 が あ る 。  

② 担 い 手 の 経 営 計 画 に 即 し た 生 産 基 盤 の 整 備 や 施 設 の

更 新 導 入 等 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。 こ の た め ， 人 ・

農 地 プ ラ ン の 実 質 化 や 地 域 の 水 利 組 合 等 に お け る 話 し

合 い の 場 等 を 活 用 し て ， 整 備 内 容 や 導 入 機 械 な ど ， 担

い 手 の 将 来 の 営 農 計 画 に つ い て 受 益 者 の 合 意 形 成 を 図

る 必 要 が あ る 。  

４ ． 遂 行 す る に 当 た っ て の 必 要 な 要 件  

① 地 域 に お け る 受 益 者 の 合 意 形 成 が 何 よ り 重 要 で あ る 。 

実 施 に あ た っ て は ， 関 係 機 関 と 十 分 に 協 議 す る 。  

② 農 業 者 の 将 来 の 経 営 に 対 す る 不 安 を 取 り 除 く た め に  

行 政 主 導 に よ る 生 活 設 計 で き る 経 営 モ デ ル の 提 示 が 必

要 で あ る 。  

③ 今 後 ， 担 い 手 が 生 産 の 大 部 分 を 経 営 す る 生 産 構 造 へ

と 転 換 し て い く こ と に な る が ， 地 域 内 に は 小 規 模 農 家

も い く ら か は 残 る た め ， こ う し た 小 規 模 農 家 へ の 配 慮

に つ い て も 必 要 で あ る 。  

④ Ｉ Ｃ Ｔ 等 の 技 術 に つ い て は 技 術 の 習 得 と 次 世 代 へ の

技 術 継 承 が 必 要 で あ り ， 行 政 も 関 与 し て こ う し た 取 組

が 円 滑 に 進 む よ う に 協 議 調 整 す る こ と も 必 要 で あ る 。  

⑤ 生 態 系 な ど の 周 辺 環 境 へ の 配 慮 に つ い て も 必 要 で あ

る 。                  ― 以 上 ―  



問 題 文 
（選択科目） 

～12-1 畜産～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-2 農業・食品～ 





    

         
 

 
 

  

    

   

 
   

 

   

                           

  

     

  

  

  

     

  

  

  

     

  

  

  

 

  

     

 

 

     

 

 

     

 

 



Ⅱ（農業部門 農業・食品） 

Ⅱ-1-2 

 

１．DNA マーカーを用いた育種の現状 

 生物の遺伝子配列上の違い（多型）を認識できるマーカー（DNA マーカー）を用いた育種の

ことを、DNA マーカーを用いた育種という。トマトでは 1990 年代からウイルス病耐性遺伝子の

導入に活用されている。また、ハクサイではこの技術で根こぶ病に耐性をもつ系統の開発が

行われるなど、幅広い品目で活用されている。 

２．DNA マーカーを用いた育種の課題 

(1) 低コストなマーカーの開発 

多型を認識する技術として、PCR 法が広く用いられているが、高額な設備と試薬が必要な

どのコストがかかる。より低コストなマーカーの開発が課題である。 

(2) 量的形質を認識できるマーカーの開発 

農業形質のほとんどは、複数の遺伝子座により支配される量的形質であるため、量的形

質を認識できるマーカーの開発が課題である。 

(3) 多型を認識する技術の開発 

近縁の両親系統間の交配では、遺伝子配列上の違いが小さく、多型が出にくい。そのため、

より高精度な多型を認識する技術の確立が課題である。 

（4）ゲノム配列との対応 

近年は多くの作物でゲノム塩基配列の解読が進んでいる。より効率的な育種を進めるため、

これらのゲノム配列と DNA マーカーの対応を進めていくことが課題である。以上 

 





    

         
 

 
 

  

    

   

 
   

 

    

                           

  

     

  

 

 

  

 

 

  

 

 

     

  

  

  

  

 

  

     

  

 

 

  

 

 



         
 

 

   

                           

  

 

 

     

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

     

 

 

     

 

 

     

 

 



Ⅱ-2-1 

１．園芸作物の導入により期待される効果に関し、調査検討すべき事項 

(1) 輪作体系を増やす 

新たに園芸作物を導入することにより、水稲、麦、大豆のほかに輪作体系を増やすことに

つながる。これにより、連作障害の回避、土地の有効利用が期待できる。 

(2) 経営上のリスク分散 

多品目を作付していると、不作だった場合を他でカバーできるため、経営上の損失を抑え

ることにつながる。また、労働力のピークの分散が期待できる。これは経営上のメリットとなる。 

(3) 調査・検討すべき事項 

導入する園芸作物に見合った機械と労働力の確保ができるか、作物の作型は気候に合致

しているかの調査が必要である。また、例えば、水田転作畑では園芸作物にとって pH が低い

場合があるため土壌改良を検討する必要がある。さらに導入する園芸作物の販売先の確保

も重要である。例えば、販売先が買取できない時期もあるため、供給する時期の確認も必要

である。 

２． 業務を進める際に留意すべき点、工夫を要する点 

(1) 生産についての技術的なサポート 

集落営農組織が導入する品目について初めて生産する場合、土壌改良、栽培方法につい

て技術的なサポートが必要である。 

(2) 目的に合った品目・品種の選定 

生産から販売先までを見越して、目的に合った品目・品種の選定が重要である。園芸作物

は品種により、特性が大きく異なる。そのため、生産物の買取価格、資材費、人件費、収量等

を加味し、各品目・品種ごとのコスト試算を行うと、品目・品種の選定に役に立つ。 

３．業務を効率的・効果的に進めるための関係者との調整方策 

(1) 目的の共有化 

生産者、販売先、JA、普及センターを含めた関係者間で目的の共有化をはかる。この際、

前述したコスト試算を行い、目標となる数値を具体的に定める。 

(2) 生産についての技術的なサポート 

生産工程における技術的なサポートを行い、問題が生じた場合は解決策を検討する。また、

関係者間での問題の共有化を図る。 

(3) 導入結果の評価 

導入後、目標となる数値を達成できたのか、できた場合、できなかった場合の要因が何か、

関係者間で評価を行う。 

(4) 次回への取進め 

評価の結果を受け、次回の取進め内容を関係者間で協議する。特に目標が達成できなか

った場合は、改善できるよう、方針を定める。これらの各工程を確認しながら関係者間での調

整を行うことで、効率的に業務を進めることができる。以上 





Ⅲ（農業部門 農業・食品） 

Ⅲ-1 

１．農林水産業・食品産業分野における現状の課題について 

(1) 農作業の負担が大きい 

我が国においては農業就業者の減少、高齢化により、農業における労働力が不足しつつ

ある。このことから、農作業における作業負担が増加しており、これにより農作業負担が大き

い作物を中心に農業就業者の減少に拍車をかけている。そのため、作業の省力化、負担軽

減技術の開発が必要である。 

(2) 環境への影響を配慮した農業の実践 

農業において、化学肥料および農薬の多投による環境への影響が懸念されている。窒素

やリン酸の過剰な施肥は後作物への影響のほか、様々な環境汚染を引き起こす要因となる。

また、農薬の過剰な散布は生態系への影響、作物への残留農薬、後作物への影響を引き起

こす恐れがある。そのため、化学肥料や農薬の多投を防ぐ、適切な施肥、農薬量の推定技術

が求められている。 

(3) 高品質、高付加価値作物の開発 

近年の消費者の健康志向の高まりから、高品質で高付加価値をもつ作物の生産が求めら

れている。機能性成分を多く含有した作物の開発のほか、高度な作物生産、流通技術から高

品質な作物を販売することが必要である。このため、植物工場などの高度な作物生産技術、

高度な流通工程管理技術が必要である。 

２．スマート農業を活用した解決策 

 上記(1)に関してスマート農業を活用した解決策を以下に示す。 

(1) 自動操舵トラクターを活用した農作業の省力化 

GNSS を用いた自動操舵トラクターにより、トラクター操作が省力化できる技術が検討され

ている。トラクターを用いた耕起、マルチ展張、施肥、農薬散布などの作業において、高精度

で定められた経路にトラクターを走らせることができるため、作業者の負担軽減が期待できる。 

(2) ドローンを活用した農作業の省力化 

ドローンを用いた農作業の省力化が期待されている。作業負担が大きい農薬散布におい

て、操作が容易なドローンを活用する技術の開発が進んでいる。 

(3) 収穫機械の開発による農作業の省力化 

かぼちゃなどの重量野菜においては、生産工程において収穫作業の負担が大きく、その軽

減が課題となっている。収穫作業を自動化する試みとしてスマート農業を活用した収穫機械

の開発が進められている。 

(4) アシストスーツによる作業負担の軽減 

作業者自身の動きをサポートするアシストスーツの開発が進んでいる。この技術により作

業者の腰などの負担を軽減できる。 

２． 新たに生じうるリスクとその解決策 



(1) スマート農業を実施する際の費用 

スマート農業を活用するにあたり、導入コスト、ランニングコストが高いことがリスクとして挙

げられる。例えば、自動操舵トラクターの導入には多大な費用と、機能を維持するためのラン

ニングコストがかかる。機械の大規模生産により生産コストを下げる。機械の共同利用により

生産者各々の負担を軽減する。などの解決策が挙げられる。 

(2) 技術開発 

スマート農業を活用するにあたり、技術開発が進んでいないというリスクもある。例えば、

収穫作業の軽減を目的としたかぼちゃの収穫機器の開発が進められているが、果実を傷つ

けずに正確に収穫する技術は確立していない。農業生産の現場で必要とされる技術に対し、

特に負担が大きい部分を見極め、優先度をつけて、技術確立を進めていく必要がある。 

(3) 法整備 

スマート農業を活用するにあたり、必要な法律の整備が進んでいないというリスクもある。

例えば、ドローンは農業現場において農薬散布などに用いられつつあるが、ドローンに適用

可能な農薬の種類が少ない。また、ドローンを操作における資格についても整備が進んでお

らず、安全性に課題がある。将来的にスマート農業を活用していくにあたり、必要な法律を検

討し、整備を進めていく必要がある。以上 

 



    

         
 

 
 

  

   

 
   

   

                           

  

     

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

     

 

 



         
 

 

   

                           

 

 

 

 

 

  

     

 

 

     

  

 

 

  

 

 

 

 

  



         
 

 

   

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

  

  

     

 

 

  

  

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-3 農業農村工学～ 





選択科目   農業農村工学 

令和 元 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   農業  部門 

専門とする事項  かんがい排水施設 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－1－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

農 地 の 地 す べ り 対 策 工 に つ い て  

 対 策 工 の 区 分 と し て 、 抑 制 工 と 抑 止 工 の ２ つ が あ る 。

抑 制 工 と は 、 降 雨 に よ る 表 面 水 を 排 除 す る 排 水 す る  

施 設 、 地 下 に 滞 留 し て い る 地 下 水 を 排 除 、 地 下 水 位 を  

低 下 さ せ る 施 設 を い う 。  

地 す べ り の 要 因 と な る 、 表 面 水 お よ び 浅 層 部 の 地 下

水 を 排 除 し 、 初 期 の 地 す べ り を 防 止 、 抑 制 す る も の で

あ る 。  

 抑 止 工 と は 、 崩 壊 す る 法 面 を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 、

ま た は 、 深 層 部 の 土 塊 を 杭 等 に よ り 強 制 的 に 抑 止 す る

も の で あ る 。 地 す べ り の 要 因 と な る 土 塊 を 抑 止 す る こ

と か ら 、 費 用 が 高 額 と な る 。  

具 体 的 な 工 法 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 抑 制 工  

 排 水 路  雨 水 を 含 め た 排 水 を 比 較 的 大 き な 断 面 で 排

水 す る 。  

承 水 路  表 面 水 を 受 け る 比 較 的 断 面 の 小 さ い 排 水  

集 水 井  地 下 水 を 井 戸 、 水 抜 き ボ ー リ ン グ を 追 加 施

工 す る こ と で 効 果 が 向 上 す る 。  

抑 止 工   

 杭 工  深 層 部 の 土 塊 を 鋼 管 等 で 抑 止 す る 。  

 ア ン カ ー 工  

 擁 壁 工  ブ ロ ッ ク 積 工 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト の 擁

壁 工 等 に よ り 、 崩 壊 法 面 部 に 施 工 す る 。  
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１ ． 農 地 地 す べ り 対 策 工 法 の 特 性 に  

 農 地 地 す べ り 対 策 工 法 に は ， 地 す べ り の 要 因 と な っ

て い る 要 素 を 取 り 除 く 抑 制 工 と 主 に 外 力 等 に よ り 地 す

べ り の 動 き を と め る 抑 止 工 が あ る 。 基 本 的 に は ， 抑 制

工 を 中 心 に 対 策 を 講 じ る が ， 緊 急 的 な 措 置 が 必 要 な 場

合 な ど 状 況 に よ っ て は 抑 制 工 と 抑 止 工 を 組 み 合 わ せ て

施 工 す る 。  

２ ． 抑 制 工 の 工 法  

① 表 面 水 排 除 ・ 地 下 水 排 除 工 法  

 表 面 水 の 地 下 浸 透 を 防 止 す る 排 水 路 の 整 備 や ， 水 抜

き ボ ー リ ン グ や 集 水 井 の 施 行 に よ り 地 下 水 位 の 低 下 を

図 る こ と で 地 す べ り を 抑 止 す る 工 法 。  

② 排 土 工  

 地 す べ り の 要 因 と な っ て い る 土 塊 を 直 接 除 去 す る こ

と で 地 す べ り の 要 因 を 取 り 除 く 工 法 。  

３ ． 抑 止 工 の 工 法  

① ア ン カ ー 工  

 法 面 な ど の 地 山 か ら ア ン カ ー 工 （ グ ラ ン ド ア ン カ ー

や ロ ッ ク ボ ル ト 等 ） を 地 す べ り 土 塊 を 貫 き ， 地 山 に 定

着 さ せ る こ と で 土 塊 の す べ り を 抑 止 す る 工 法 。  

② ブ ロ ッ ク 積 等 の 構 造 物 工 （ 擁 壁 工 ）  

 ブ ロ ッ ク 積 や 井 桁 ブ ロ ッ ク な ど の 構 造 物 に よ り 土 塊

の す べ り に 対 し て 外 圧 に よ り そ の 動 き を 抑 止 す る 工 法 。 

い ず れ の 場 合 も 抑 止 工 単 独 施 工 や 高 額 に な り 易 い の で

抑 制 工 と 組 み 合 わ せ て 施 工 す る こ と に 留 意 す る 。  
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技術部門   農業  部門 

専門とする事項  かんがい排水施設 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

開 水 路 の パ イ プ ラ イ ン 化 計 画 の 策 定 に つ い て  

（ １ ）  調 査 時 に 検 討 す べ き 事 項  

１ ）  自 然 条 件  

 地 形 、 土 壌 、 降 雨 量 を 既 存 資 料 に よ り 確 認 す る 。  

２ ）  前 歴 事 業 の 計 画  

 既 設 の 施 設 計 画 に つ い て 、 既 存 資 料 を 基 に 施 設 計 画

を 確 認 し 、 変 更 す る 事 項 を 確 認 す る 。  

併 せ て 、 既 設 施 設 の 利 用 状 況 、 老 朽 化 、 問 題 点 を 把

握 す る 。  

３ ）  受 益 地 の 営 農 、 社 会 条 件  

受 益 地 全 体 の 営 農 形 態 、 農 業 経 営 を 現 地 調 査 、 農 家

か ら の 聞 取 り に よ り 把 握 す る 。  

併 せ て 、 社 会 条 件 に つ い て も 確 認 す る  

（ ２ ）  業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点  

１ )  資 料 の 収 集 ・ 検 討  

既 設 施 設 の 平 面 、 縦 断 、 横 断 、 構 造 図 を 収 集 し 、 施

設 計 画 を 把 握 す る 。  

２ )  用 水 計 画  

開 水 路 の パ イ プ ラ イ ン 化 に 伴 い 、 必 要 用 水 量 を 含 め

た 用 水 計 画 を た て る 。  

水 田 か ら 畑 へ の 転 換 に よ り 、 冬 期 の 水 利 権 が 必 要 と

な る 場 合 が あ る 。  

３ )  配 水 計 画  

 パ イ プ ラ イ ン 化 に よ る フ ァ ー ム ポ ン ド の 施 設 計 画 、

自 然 流 下 、 ポ ン プ に よ る 圧 送 の 配 水 方 法 の 比 較 検 討 を
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

行 う 。 ポ ン プ に よ る 圧 送 場 合 は 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト を

考 慮 し 、 ポ ン プ 型 式 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

現 地 の 標 高 を 測 量 し 、 高 さ を 設 定 す る 。   

４ )  施 設 計 画 ・ 設 計  

 フ ァ ー ム ポ ン ド 、 調 整 池 を 計 画 す る  

 パ イ プ 標 準 図 、 弁 （ 制 水 、 空 気 、 排 泥 ） 、 そ の 他 の

付 帯 工 の 図 面 の 作 成 、 数 量 計 算 を 行 う 。  

（ ３ ）  業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る 方 策  

設 計 段 階 の 段 階 ご と に 関 係 者 の 同 意 、 了 解 を 得 る 、

確 認 す る  

将 来 の 営 農 形 態 の 変 更 を 含 め 受 益 者 、 土 地 改 良 区 、

行 政 機 関 （ 県 。 市 ） 、 Ｊ Ａ 等 の 関 係 者 を 構 成 員 と し て

組 織 を 立 ち 上 げ る 。  

P D C A サ イ ク ル に よ り 、 段 階 ご と の 確 認 を 行 う 。  
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１ ． 調 査 ， 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

 ① 地 域 の 気 象 ・ 水 文 ， ② 地 形 ・ 地 質 ， ③ 用 水 慣 行 ，  

④ 水 源 ・ 河 川 状 況 ， ⑤ 用 排 水 路 の 状 況 ， ⑥ 営 農 状 況 と

水 需 要 の 変 化 ， ⑦ 周 辺 環 境 へ の 配 慮 等 に つ い て 調 査 す

る 。 特 に ， 水 需 要 の 変 化 を 正 確 に 把 握 す る た め ， 地 域

の 営 農 状 況 と 将 来 の 営 農 計 画 ・ 水 源 の 状 況 に つ い て は

入 念 に 調 査 し 検 討 し て お く べ き で あ る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 ・ 留 意 点 ・ 工 夫 を 要 す る 点  

① 上 記 調 査 結 果 を も と に ， パ イ プ ラ イ ン 化 計 画 に 対 す  

 る 地 域 の 基 本 合 意 を 得 た 上 で ， 現 地 踏 査 を 行 い 路 線

選 定 を 行 う 。  

② 路 線 選 定 に あ た っ て は ， 極 力 ， 自 然 流 下 方 式 を 採 用

し ， 圧 力 が 不 足 す る 場 合 は ， 加 圧 施 設 （ ポ ン プ 等 ）  

 の 部 分 的 な 設 置 に つ い て も 検 討 す る 。  

③ 概 略 の 路 線 が 決 ま っ た 段 階 で ， 地 元 説 明 し ， 合 意 を

得 た 上 で ， 詳 細 計 画 （ 水 利 用 ・ 水 理 ・ 構 造 ） の 検 討  

 を 行 う 。 水 利 用 に あ た っ て は ， 営 農 形 態 の 変 化 と 水

需 要 を 考 慮 し た 上 で ， ブ ロ ッ ク ロ ー テ ー シ ョ ン 等 を

採 用 し ， 限 ら れ た 水 源 の 効 率 的 な 使 用 を 検 討 す る と

と も に ， 反 復 利 用 に つ い て も 検 討 す る 。  

 反 復 利 用 や 時 間 的 ・ 量 的 変 化 へ の 対 応 と し て は ， 調

整 池 の 設 置 な ど に つ い て も 検 討 す る 。  

④ 詳 細 計 画 の 策 定 に あ た っ て は ， 必 要 に 応 じ て ， 受 益

者 の 意 見 を 反 映 し ， 修 正 を 加 え な が ら ， 合 意 形 成 を

図 っ た 上 で 策 定 す る 。 こ の 場 合 ， 地 域 に お け る 人 ・
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農 地 プ ラ ン 作 成 や 水 利 組 合 の 話 し 合 い の 場 を 活 用 し

て 何 度 も 納 得 い く ま で 話 し 合 い し ， 合 意 形 成 を 図 る

こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  

⑤ 上 記 の 手 順 に よ り ， 計 画 を 策 定 し た 上 で ， 土 地 改 良

法 手 続 き な ど を 得 た 上 で ， パ イ プ ラ イ ン 工 事 に 着 手

す る 。  

３ ． 業 務 を 効 率 的 ， 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

① 営 農 形 態 や 水 需 要 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 す る た め に は ，

水 利 権 を 含 め た 水 源 の 運 用 方 針 の 見 直 し な ど も 必 要

で あ る 。 地 域 で こ れ ま で 培 っ て き た 慣 習 を 見 直 す こ

と に な る た め ， 地 域 で の 納 得 い く ま で の 話 合 い や 関

係 機 関 と の 協 議 調 整 が 必 要 で あ る 。  

② 今 後 は ， 少 数 の 担 い 手 で こ う し た パ イ プ ラ イ ン 施 設

の 維 持 管 理 を お こ な っ て い く 必 要 が あ る こ と か ら ，  

 将 来 的 な 維 持 管 理 費 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が 必 要

で あ る 。 こ の た め ， ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 に

よ る 点 検 ・ 診 断 技 術 の 習 熟 や 日 本 型 直 接 支 払 制 度 の

活 用 な ど 行 政 な ど の 支 援 に つ い て も 必 要 で あ る 。  

③ 開 水 路 の パ イ プ ラ イ ン 化 に あ た っ て は ， 水 管 理 の 省

力 化 の た め ， 自 動 給 水 栓 の 設 置 や 水 管 理 制 御 シ ス テ

ム の 導 入 な ど に つ い て も 地 域 で の 合 意 形 成 ・ 維 持 管

理 体 制 の 構 築 を 図 っ た 上 で 検 討 す る 。  

④ 広 域 的 な 業 務 で あ る こ と か ら ， 受 益 者 以 外 の 非 農 家

の 意 見 も 聞 き な が ら ， 時 間 を か け て 何 度 も 地 域 に お

け る 合 意 形 成 に 向 け た 話 し 合 い を 行 う こ と が 重 要 。  











問 題 文 
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～12-4 農村地域・資源計画～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-5 植物保護～ 
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